
 

 

＜１月の聖句＞            わたしは ぶどうの木、あなたがたは その枝である。            ヨハネ 15 章 5 節 

あけましておめでとうございます。この年が皆さまにとってより良い１年になりますようお祈り申し上げます。                            

年の初めはそれぞれに「今年はこんな年にしたい」と思い描くことでしょう。大人が思うことは大抵、食べたい物や、行ってみたい

所など自分のために思うこと、家族がいるからこそ思うこと、特に子どものために願うこと。こどもまんなか社会というので、子ども

の立場から考えてみると…家族に対して願うこと、また小学校に行ってからの期待、友だちとのこと、遊びや活動に期待すること

などでしょうか。赤ちゃんが「よし！今年はよく歩き、よくしゃべるぞ～」なんて考えるかはわかりませんが、親の願いは、子どもが一

番感じているかもしれません。期待することが全て思い通りになるかは神のみぞ知る。ですが、全てがみ心だと信じます。聖書の

中で「わたしはぶどうの木」とイエスさまが仰ってくださいます。どんな時も繋がっていてくださる神さまの愛に感謝しながら、安心

して、愛児園に繋がっているもの全てが共に 2024 年の歩を進めましょう。                                 平田 敬子 

＜月主題＞  

 0 歳児＜いっしょに＞神さまに守られていることを感じる。/友だちや保育者と一緒にいることを喜び、関わりあう。/自分

でやってみようとすることが増える。 

 1・2 歳児＜いっしょに＞神さまに愛され守られていることを感じ、喜ぶ。/友だちの真似をしたりされたりして遊ぶ楽しさを

感じる。/冬の自然の中で身体を動かす楽しさを感じる。 

 3 歳児＜やってみたい＞クリスマスにお生まれになったイエスさまに親しむ。/友だちや保育者に自分の思いを言葉で表

現し、お互いに聞きあう。/霜柱、氷、雪等、冬の自然の不思議を感じ、触れながら遊ぶ。 

 4・5 歳児＜やってみたい＞クリスマスの恵みを味わいながら、イエスさまの物語を通して聖書に世界を身近に感じる。/

伝承遊びやお正月の遊びにも関心をもち、新しい遊びをじっくり見たり、取り組んだりする。/冬の冷たさを体で感じ、不思

議さや面白さを伝えあい、調べたり試したりする。 

＜さんびか＞     『 いつくしみふかき 』 （こどもさんびか１）    『 しゅイエスは まことの ぶどうのき 』 （こどもさんびか１）                  

＜おやつの音楽＞  ひらけ！ポンキッキ ベスト５０                                                           

＜行事予定＞ 

日  月  火  水  木  金  土  

 

 

１  

年始休み 

２ 

年始休み 

３ 

年始休み 

４ 

新年(始園)礼拝 

５ 

避難訓練 

６ 

 

７ 

 

８ 

月曜礼拝 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

体操教室① 

１２ 

 

１３ 

 

１４ １５ 

月曜礼拝 

１６ 

 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 

 

２２  

月曜礼拝 

２３ 

誕生会 

２４ 

 

２５ 

体操教室② 

２６ 

サッカー教室（つき・ほし） 

２７ 

２８ 

 

２９ 

月曜礼拝 

３０ 

 

３１ 

おたより配布 

職員の行事  24 日(水)職員会議   

今後の予定 2 月 3 日（土）保護者会 3 月 23 日（土）卒園式  

2024年１月号 ナオミ愛児園 

 
毎月 1 日発行 

 

 

 

園 だ よ り 



ご飯を作ってくれる（チャーハンが美味しい/ペペロンチーノ抜群/

おとうさんはカレーしか作れんけどおいしい！ラーメンには卵！）       

遊んでくれる(タカイタカイは楽しいけど筋肉痛になるから心配)  

ギュって(抱きしめて)くれる、話をきいてくれる    

お皿を洗ったりお手伝いしたりすると喜んでくれる   

病気の時早迎えしてくれる、いいにおいがする      

家をきれいにしてくれる、歌が上手、玩具を買ってくれる      

パソコンが上手、会社頑張ってほしいという意見も…！ 

 

質問： おかあさん、おとうさんのいい

ところを教えてください 

 発行：ナオミ愛児園 北九州市戸畑区中本町 12-34 TEL093（871）3245 e-mail info@naomi-hoikuen.jp 

               

雪は最高のプレゼント～雪の日の風景～ 

 

 

12月のある朝、急に降り始めた雪

が園庭に積り、大喜びの子どもたち。

「さむい～」と叫びつつも大騒ぎ！し

ばらくは、神さまの贈り物をみんなで

満喫しました。 

 

     共にいて笑顔をつくることが平和の一歩  

  

  

 

 

 

 

 

 これは東アフリカのケニアで「シロアムの園」という事業を通して障がいのある子どもたちとそのご家族と共に歩まれている公文

和子氏が、冊子キリスト教保育に寄せた原稿の一部です。彼女が言うように、子どもと大人とでは感じる平和が違うし、さらに言

えば、今のそれぞれにある状況や立場等によっても、平和と感じることは異なるのでしょう。いずれにしても、愛する人に愛され

る、理解されるという経験の中に子どもの平和は成り立つと彼女は言います。 

子どもの平和について考えるなら、まずは相手がいるということが必須です。自分を愛してくれる人が一緒にいること、そしてそ

の愛してくれる人の笑顔を自分も作れるという経験をすること、それが平和実現の第一歩とすれば、クリスマス会の練習時間の

ように子ども同士で観たり観られたりすることも小さな平和体験に繋がります。これからも愛児園の生活の中で、互いに憧れや思

いやりの心を育み、認め励まし合う経験をし、「平和を実現する人」としての成長が、子どもの宝となる事を願います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               お ね が い ・ お し ら せ 

＊クリスマス献金のご協力をいただきありがとうございました。 献金総額は３９,８０７円でした。「キリスト教保育連盟（災害支援

も含めて）」「重症児（者）施設久山療育園」「大牟田恵愛園」「北九州キリスト教会」の 4 つの施設、団体にクリスマス献金としてお捧

げいたします。たくさんのお祈りとご厚意に心から感謝いたします。  

＊年末年始の休暇は 12 月 29 日から 1 月 3 日までです。休暇中、緊急のご用がありましたら、ナオミ愛児園（093－871-

3245）までご連絡ください。 

＊年始明けのはじめの登園では受け入れします保育者に、お休み期間で気になること（特に体調面）などお伝えください。 
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